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大会名 第77回しちご一会とちぎ国体
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1 高橋海 1 藤 戸 量介

2 松岡寛尚 6 2 山口勇樹 1 1

3 狩野優太 1 1 3 戸 井凱音 1

4 小澤広太 6 4 矢野世人 ユ

5 安平拓馬 2 5 市原宗弥 1

6 植垣健人 7 1 1 6 小塩豪紀 8

7 時村浩幹 1 7 邪叫子へ邸 7 1

8 山崎佑真 6 8 古屋悠生 1

9 森淳 1 9 原田大夢 6

10 安倍竜之介 1 10 田中大介 2

11 香川壮次郎 2 11 出村直嗣 4

12 木村昌丈 ﾕ2 中村匠

監督A 近藤恒俊 監督A 田中茂

役員B 岩永生 役員B 畠中益喜

役員C 馬場佑愛 役員C ウーゴロペス

役員， 村田博明 役員， 杉山正幸
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第77回国民体育大会いちご－会とちぎ国体

試合結果・戦評報告書

10月9日（日） 識合番号 だ 回戦

成年男子 会場 マルワアリーナ

Aチーム名 Bチーム名

埼玉 愛知

得点合計 小計 小計

16 前半 15

17 後半 15

第1延長前半

第1延長後半

第2延長餉半

第2延長後半

7mTC

ノ

決勝戦

得点合計

実業団同士の対決となった成年男子決勝戦は､埼玉県のスローオフから始まった｡先制点は愛知②山口の速攻。

序盤から互いに点を取り合う激しい展開となった｡埼玉は足を使つだリスタートからの得点で、愛知は主に⑥小

塩のサイドシュートで得点を稼ぎ10分を経過してもg対gと両チーム一歩も顔らないシーソーゲームが続

く。15分を経過したところで埼玉⑥植垣が退場するも、立て続けに愛知も退場害を出し、流れはどちらの手に

も渡らない。20分を経過し未だ13対12．富び両チーム退煽者を出し、愛知⑥小塩が7mTを確実に決める。

25分14対14となるも、埼玉④小澤の連続得点により闇び埼玉がリード。その後は両GKのナイスセープも

あり、16対15埼玉1点リードで前半を終えた。

後半が始まると、埼玉が②松岡のキレのあるカットインを含む4連続得点で愛知を引き離しにかかる。10分

を経過し22対19･愛知は④矢野の退場もあったが簡単には崩されない。しかし埼玉の猛攻は止まら談愛知

は①藤戸がなんとか防ぐも16分25対20と葱っだところでタイムアウトを要舗し､流れを変えようと賊み

る。食い下がる愛知は⑦の水町カットインなどから蕾実に追い上臥20分を経過し27対25とする。それで

もなお攻蕊の手を緩めることのない埼玉｡25分再び5点差となる｡試合も残り2分となり、もう後がない愛知

はタイムアウト明けからディフェンスラインを上げ勝負に出る。しかし決死の這い上げもわずかに届かず、鰭果

は33対SOと埼玉が逃げ切る形で優勝を飾っだ。
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